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くはじめに〉
あそびに関する研究 ・ 文献は、史学・民俗学 ・ 心理学・人類学など幅広い分野で見られるが、濱者は体
育学の立場からあそびと子供の関係の兄直しをすべくこの研究に召手した。伝承あそび（以下あそび）が
子供達に与えてきた影響は、ただ里に生理学的な見地からの効用にとどまらず、非常に大きなものであっ
たと思われる。しかし今や栢本(1) らが盾滴するように、特に郡市部のコンクリート化された生活の中で、
誰もが疑う余地を持たないであろう子供のあそびの，口義も忘れられようとしているのではないだろうか。
少なくと ：も、子供の兌育•発述にとって欠けがかのないあそびについて、体育学の立場から再検討するこ
とが紅袈のあることと考えとりあげた。
あ•そびの意味は、史学者和歌苓(2)によると、魂をゆさぶろというところにあり、古く奈良時代律令制度
の中にも遊師（あそひぺ）という役団が存在し、その屁能が店のそばで亡人の魂をゆさぶりおどらせるこ
とにあったといわれる。この指摘から考えると、あそびは仕mから離れて自由に自分の魂をゆさぶりおど
らされて、それぞれが陶酔することだと言える。このようにかっては神に対してのあそびであったが、時
(2) 代と共に自分達自身の霊を自らの投作でゆさよりあそふふうにすわりかわってきたもの といえよう。こ
れは、 子供の世界でも同じで、学校 ・学習のことを完全に忘れ去り子供（子供遠）なり 1こ彼（彼窃）だけ
の陶酔を求め、うつつを忘れろあそびを持とうとしているはずである。ところが｀現在の子供達をめぐる
四境はあそびに対して否定的といわざるを得ない部分が多すぎはしないだろうか。少年期に入るとあそび
は学習の妨げになろものとして決めつけられ、かって小学校伍身教科書でも強調されたあそびの必要性、
すなわらあそびは精神の緊張をほぐし身体を敢え練ることで学習への意欲をより盛り立てるに必要なこと
といったことすら否定されかねない状態といってよいのではないだろうか。ホイジンカがその石「＊モ ・
ルーデンス」で指摘したあそひのもつ文化的な意表や、カイヨワが「遊びと人間」で示した現代社会のひ
ずみの中でのあそびの意簑深さなど併せ考えるとき、教育1こ携わる者として、あそびと子供1こついて再認
識の必要IC当然のことながら迫られる。こういった認識のもと、軍者は、体育の立場から、その研究の手
始めとして、昭和50年間に伝承され続けてきたあそびを収mし、その類型化の試み、子供の発育発達段陪
とあそびの関係、あそびの集団について現代の状況を把露、考察を試みた。（なおこの賢科による研究の
一部は賓者亨によろ「あそび百科一子供の身体遊戯ー」 i8)の中でもとりめげている）。
く研究の方法〉
買問紙による潤査により、北海辺から沖縄まで全国都姐府県にわたるあそび1こついての臼料を収渠した。
潤査の対象は、小・中学生1こついては日本スポーツ少年団貝、 20オ前後の者については、霞気通信、東京
工粟、東京都立、国士館、国学院、千梨の各大学学生、 30オ以上については少年団貝父兄・祖父母 ・ 指導
者そして任意に抽出した主蜻などであり、只科収項期間は昭和侶 • 49 • 5“Eの 3年間で、収虹したあそび
の数は約 1,400 （約 500種類）であった。
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〈館果 と 考察 〉
あそびの型類化
子供遥のあそびの方法は子供遠n身が形づくり、時代とか地域の変這、変化などを背骰にしながら氷い
間にまたがり伝承されてさたものであるといえる。したがって、あそびそのものについては、常に流動的
でかつ不定咆なものとしてとらえるぺきもので、類型化を試みること自体が困雄で無意味なものといえる
かもしれない。しかし、過去にみられる類型化があそびのもつ澁浜にあまり沼目しないで、季節・場所 ・
用只などあそびそのものではない他の要素でもってなされていることが多いことに注目し、身体的な活動
としてとらえられるあそびに体育学的な視点を持ち込み、あそびそのもののもつ特性（運動）から類型化
を試みた。
Type 1 「にげる ・つかまえる」あそひ
逃げる者を追いかけ捕まえることがあそびの基本的な災素となっているもので、 「鬼ごっと」がその
代汲例となるものであろ。
Type 2 「みつける • あてる」あそぴ
見つけるという要索によって成立していろ「かくれんぽ」に代表されるものと、あてるという要柔を
もつ「かCめかCめ」に代公されるものである。
Type 3 「らからをきそう」あそひ
筋力を中心とした力を競う要索を含有するもので、その内容は互いに押し合う ・ 引き合う ・ 俄し合う
などいくつかがあり、 「かずっこ (Itんけん相撲）」 「押しくらまんじゥう」などに代汲され、個々が全
力を尽くす行動がみられるものである V
Type 4 「かけっ C」あそび
屯るということを要索とすろもので、 ある意味では力（走力）を競う類型に含んでよいかもしれない
か、 かけっこという運動が子供達のあそびの中でかなり独自性の強いものとしてとらえられるのでここ
にあえて独立したものとしてとりあげた。代火例として「追足」とか「おつかい」といったあそびがあ
げられる。
Type 5 「わざをきそう」あそび
主として手足の動作をいかに巧みに行なうことができるかについて競いあう要素をもつもので、 用具
（自然物から人工物まで大小さまざま）を必要とするものが多い。 「蝿とび」 「石19 り」「ケン玉」
「こままわし」 「お手玉」「まりつき」などがこの類型に含まれろ。
Type 6 えんじる ・ ひょうけんする」あそび
「ままとと」「00とっこ」などに代よされるあそびで、その店M疇的な要紫は揆倣にあるといえる。
人間のあそびの原点ともいえ、先に上げた 2 つの代表例から出発、 「花いちもんめ」「通りゃんせ」な
ど、踊り 、 歌に合わせて感約を'k現する• も のや、 「芋虫cろcろ」などのように動きを及現し、 楽しむあ
そびに発挺していく も のもみられる。
Type 7 「とりあいっこ」あそび
「めんと」 「ピー屯」などがこの頂型の代公であるが、 これは先のTypt! 5 に含まれる渋柔を含んで
いろ。しかし杓 1ここの団のあそびの特徴がわざを競う要ぷよりも賭けすなわちギンプル要柔にあると考
えられるのでここに独立させた。
Type 8 「その他」のあそび
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先の 7 類塑1こ含めることのできないあそひもいくつかあり、それらをまとめて今回は 'l'ype 8 とした。
ここに示した類型化の試みとなった視点の妥当性ICついては問題を残すところがあることを完全に否定
(4) するまでには登らないが、従来のあそびの類堕化が、例えば怖田らが場所、加古 らが季節、そして日本
レクリエーシがノ協会(6)や中田(6)らが用具などを中心にされており、あそびそのものがもつg体的な活動
の要柔1こ召目したものはない。従って今回の類型化は新しい分野での新しい視点によるものとして、ぽ者
の今後の研究の基礎となるものである。
なお今回の研究の考察対象とした (type 7.8 は揉本数が少ないので除く）類型別のあそびの数ば（表
l) である。
表 1 タイプ別考黙対象敬
? ? ? ? ? ? 計
365 1 04 263 42 472 108 17 1,37 l 
子供の発育発連段隋とあそぴ
子供の発百発達の段陪によってあそびの展開にはどのような変化がみられるのだろうか。久保田はその
股開の型を、各々の体験の再現1こよるあそびにみられる連続状（しりとり咆）屈開、イマジネーションの
豊富さからあそびの探まりがみられる直線的展開、 1 つの核を中心に、子供の経験の豊かさ、子供同志の
つながりの強化に伴ないあそびの幅と深まりがみられ、横に広がりをみせてくる放射状型展開、さらに殷
開された部分が緊密なつながりを持ち、あそびIC咀み立てがみられろようになり ・子供達の役割りも定丑し
(7) てくる構造型の展開があろ としている。この指摘の中には先にエ者が示した各団頴型に含んだあそびも
入れられていろが、どのあそびがどの展開の型1こどのような殷開をみせながら人っているかについて個々
のあそび2 • 3 の例を引きながら論じられている。咽者は個々のあそびについてて社なく、先に示したあそ
びの類型別に、発育発達の指探を年令に求め、その発現と展開について考察を試みた。
年令に応じてどのような類
型のあそびがなされているか
をみると、最も早い年令期
(4 オ）に多くみられるのが
Type 6 「えんじる ・ ひょう
げんする」であった。そして
このあそび 1よ 8オを最打に年
令進行に伴ない減少していく
傾向がみられた。次いでType
2 「みつけろ•あてる」と
Type 4 「かけっこ」が現わ
れ、この 2 つのあそびは1えば
同じ煩向を示していろが各々
のあそびのビーク (Type 4 
図 1 タイブ別1こみた遊びと年齢
夕ー
??
??
? ? ? ? ? ? ? ?
4 5 6.,-8910 1 12 13 14 1516表
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は 8 オ、 Type 2は
10オ）に異なりがみ
られた。 6 • 7オと
ろにはType 1 「 IC
げろ ・ つかまえる」、
Type 5 「わざをき
そう」が現われ、 lO
オをピークに13 • 14 
オとろ消滅していく
傾,~]がみられた。と
れらのあそびに比ペ
Type 3 「らからを
きそう」は年令の森
い子供遥の間で比較
図 2 子供の免汀発達段階と遊びのクイプ
遵;;;;-;びのタイ臭プ竺竺紺 就学前 小学生 中学生低学年 1fl学年，：『学年
「1.:lfる・つかまえる」あそび ヽ
rみつける•あてる」あそび
「ちからをさそう」あそび
「かけっこ」あそぴ
「わざをきそう」あそび
「iんじる・ひょうlfんする」らそび
的窃令 (14 •.15オとろ）まで継続され、 筋力がつき子供達（科に男f) が、憫々の力を誇示したくなる~f.
令期と対応していて興昧がもたれるところである（団ー 1) 。
学校教育制度との関係でとく単純1こ考察すろと、就学前1こ「えんじる ・ ひょうげんする」あそびが始ま
り、 「ままとと」などに代及される栢倣が•f供遠のあそびの原点になっていることが認められる。次いで
「かけっこ」「みつける • あてる」「にげる ・ つかまえる」「わざをきそう」 「らからをきそう」あそび
と展開がみられ、 発育兌達の段晒とのOO係を認めることができる（図ー 2) 。このように幼児期から少年
期1こかけてのf供達のあそひはまず楼倣に始まり、止ることにみられる身（本的底開や、かくれる ・ みつけ
ることにみられる知的展開をみせ、次いで他と殻い合うことや技能を蒻めることへと発展しつつ tl己（能
カ）を最人限に発現し合うようなあそひへと発展していく。こういっ た展開は他を投倣することから、 自
意品の成伍に伴ない他に対して自己の力を自立的に示していこうとすろ怠溢の発遠と対応するものとして、
また兄笈えたり見習ったりする行動に始まり技能を自ら身につけることに努力し 、 筋力をはじめとした体
力を向上させていくという発展は身体の発育とも対応しているものとしてとらえてよいだろう。
あそびと仲間
あそびの成立1ことって欠かせない要浜としてあそびの仲間があるが、筆者はこの仲間に関して二つの側
面からアプローチを試みた。一つは子供述がどのような仲間を誘いどんなあそびの渠団を形成しているか
IC:ついての考察で、 これはあそびの伝承を支えている瓜要な要因になりうるものであろう。そして次には、
あそびが逆1こ F供達の仲間の数を規制する要索をもつ湯合があるだろうという点についての名察である。
本米、 あそびの屯団1よ-f供達があそびをするため1こ慎って形成される巣団で、年長者と年少者、がき大将
と家来といった少くとも年令的に縦の関係が存仕し、それがあそびの伝承1こ里たした役割りは非常に大き
かったと考えられるが、 現在のあそびの仲間はいかなるものだろうか。 f供追が生活している地域（社会
r甚境）によって少しの異なりが認められろが、 あそびの仲間が縦から横への関係に変化 ・ 移行しつつあろ
ととが惟測できる（頃 2) t8) （表 3)~9)特に都市部においてその依向が強くみられ、 学校の反達が学校を
放れてもそのままあそび仲間となっている関係が認められるようである。学校の友達でも同級生に限られ
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汲： 2
¥ 全 体 住宅地区 団地地区 塁村地区出 女 因 女 !]-J 女 男 女
学校の友だら 弔 喝 る 弔 4 佑 % 
” 7 0.2 6 7.0 6 9.2 548 85.2 8 4.9 5 8.3 4 9.4 
近所の友tれら 5 3.3 5 1.0 4 2.3 3 3.3 5 5.5 5 5.4 7 1.4 6 9.9 
きょうだい -1 2.1 5 6.3 4 4.6 6 0.2 3 8.3 4 8.2 4 8.8 7 1.0 
ひ と り 2 4.1 2 3.4 18.5 2 6.9 2 8.1 2 9.4 2 0 2 2 1.7 
そ の 他 7.8 6鴫 1 7.7 5.4 1 1.0 4 4 3.6 6.0 
婦宅後の遊び仲閻
(1 9 7 l年）
表 3 よく遊ぷ友人
同 級 生 163人 59.7~ 
異 級 生 30 11.0 
年 長 者 41 15.0 
年 少 者 39 1 4.3 
^ ロ 計 273 l 00.0 (1976年）
る 図 3 クイプSIlにみた遊びの仲間数
] 61し 4IOIIIt uli l如i1819切釦·』 よ入るような傾向にあるようだ。そして現在、 19いこ
ととや塾IC週平均2 • 3 回通う子供達にとってヽギ門校の友達を監れ、翌の友達の占める割合いが多いとの
報告もある。学年やクラスが巽なればはじめから反遥というカテゴリーから外して考えてしまうという反
人観 ・ 仲間観を子供達がもってしまっているといえよう。
次にあそび自体が持つ特性からのあそび仲問の規制に注目し、類塑別1こ仲問の数をみると Type 1 では
10-15人が最も多く、また 5~8人あるいは16~-20人といった仲間を要するあそびもあり、この類型のあ
そびのパリエーションの豊富さが示された。 Type 3 もほば同伯向を示した。
ものがG も多い。 Type 4 は 5~15人ぐらいまでと幅圧さを持つが、それ以上の仲間の数で 9がこの類型の
あそびはなされない。 Type 5 は 2~7 人ぐらいで、それ以上はみられず最も人致制限のきびしいあそび
の類型と指摘できる（図ー 3) 。
! l) 
くま
今回の結果より次の点が指摘された。
f供のあそびICは、 兌育発達段陪（特に年令）に従って、
びに始まり、
と め ）
タイプ1
Type 2 は10人であそぷ
92) 
「かけっこ」
「えんじる ・ ひょうげんする」投倣のあそ
「みつける•あてる」「にげろ • つかまえる」「わざヤきそう」類型のあそ
；（供のあそびの原点が久保田らが后咽すろように、模倣にあること、そびへと発展する過程がみられ、
して終極的には自己を他に顕示していこうとするあそびに到達していく印向が認められた。
ぁそびの集団が同年令屑すなわら学校の同級生になっていく傾向が特IC都市部において強くみられ、
あそびの伝承1こマイナス要因として拗らく可能性がみられた。
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これらの二つの結論は、伝承あそびのもつ教育上の意魂と、そ収冴云承方法について名えさせられる点
であろう 。
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